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琵琶湖やその流⼊河川等の⽔辺空間の魅⼒
を再認識し、環境保全や⽔辺の利活⽤を通じ
た産官学⺠の連携を考え、今後の潤いのある
まちづくりの⽅向性を探る。

テーマ
『⽔辺を活かしたまちづくり

と環境保全の相乗効果』

第２分科会のテーマ・⽬的



■研究者
佐藤祐⼀（滋賀県⽴琵琶湖環境科学研究センター／⽔・物質

動態解析、環境保全）
■⺠間会社
秋村 洋（(株)まちづくり⼤津／⽔辺利⽤を含めた中⼼市街

地活性化。⼤津にて市⺠と共に⽔辺の可能性を探る）
⽯上 僚（(株)みらいもりやま21 ／⽔辺環境改善の取り組み

を通じた中⼼市街地活性化、郷⼟愛の醸成。）
■⾏政関係者
松澤秀夫（⼤津市未来まちづくり部次⻑／まちづくり、⽔辺

空間のさらなる活⽤）
三和伸彦（滋賀県琵琶湖環境部技監／琵琶湖の環境をはじめと

して、琵琶湖が抱える様々課題に取り組む）
堀⽥伸之（近畿地⽅整備局琵琶湖河川事務所⻑／⽔防災、河川

環境に関する河川管理全般を担当）

第2分科会パネリストのご紹介

コーディネータ︓⽴川康⼈（京都⼤学教授／⼟⽊学会⽔⼯学委員会）



活動① ビワマス産卵床の造成
川底の⼟砂を掻き出し、産卵に適した砂利を投⼊
（2015年10⽉・2016年10⽉・2017年10⽉・2018年9-10

⽉） 4
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⽴命館⼤学経済学部寺脇拓教授による
「なぎさのテラス」の利⽤実態調査
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第2分科会の進⾏について

１．パネリストによる「まちづくり」と環境保全
の事例紹介

1-1．佐藤⽒︓環境保全活動と「まちづくり」への展開
1-2．秋村⽒︓なぎさのテラス、湖岸デザインを通じた

「まちづくり」
1-3．⽯上⽒︓ほたる、川遊びを通じた「まちづくり」
1-4．松澤⽒︓⽔辺空間のさらなる活⽤
1-5．三和⽒︓琵琶湖の価値と滋賀県の環境施策
1-6．堀⽥⽒︓地域のまちづくりと連携した河川整備

２．質疑応答、フロアの皆様との意⾒交換

３．まとめ



まちづくりを進める上で最も⼤切だ
と思うことは何ですか。

1）経済が活性化すること
2）地域が安全で便利になること
3）コミュニティが活性化すること
4）その他

質問１





まとめ 水辺（琵琶湖）やそれに関連
する「なぎさ」、「びわます」、

「ホタル」の価値

その価値を利用して人がつ
ながり、人が育つ「しかけ

（プロジェクト）」

まちづくり、ものがたり（定
住人口の増加、交流人口

の増加）

まちづくりと環境保全が両立しないと持続可能でないし、
ビジネスとしてなりたたない。

 経済的循環
 持続可能性
 行政の役割


